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研究成果の概要（和文）：日本英文学会第84回全国大会シンポジウム「旅と移動のアメリカ文学」で発表した「（脱）
トラヴェル・ライティングとしてのTypee」ではアメリカの口述文化であるトールテールの対話構造がTypeeの語りの基
盤を構成していることを明らかにした。また、Facing Melville, Facing Italyに掲載された"Vocal Sounds and Lingu
istic Signification in Herman Melville’s Novels"では、メルヴィルの口述文化に対するこだわりと、ホーソーン
のそれに対する警戒が鋭く対立する点を指摘した。

研究成果の概要（英文）：In "Deconstructing Travel Writing: Oral Tradition in Typee," I elucidated how 
Melville reconfigured narrative structures of Typee based on tall tale tradition. Especially, its 
dialogic pattern shows exhilaration, referential illusion, vocal sound expression, etc. In "Vocal Sounds 
and Linguistic Signification in Herman Melville’s Novels," I described the course of changes in 
Melville's view of language and vocal sounds which was influenced by Nathaniel Hawthorne and, probably, 
through him, by Charles Kraitsir's Natural Language theory.

研究分野： アメリカン・ルネサンス
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１．研究開始当初の背景 
トールテールと文学の関係を論じた批評書
としては、ヘンリー・ウォナムの『マーク・
トゥエインとトールテールの技法』(1993)、
キャロライン・ブラウンの『アメリカ文学と
フォークロアにおけるトールテール』(1987)、
ジョン・ブライアントの『メルヴィルと平静』
(1993)などがある。この研究史において指摘
できることは、（１）トールテールとアメリ
カン・ルネッサンスの関係を論じた研究がな
い。（２）どのトールテール論も基本的にユ
ーモア論に帰結しており、文体の分析作業に
おいて、多様な要素を抽出するための言語学
的手法が不足している（３）トールテールの
政治性に踏み込んだ考察が不足している。本
研究は、これらの問題点を踏まえ、19 世紀前
半のアメリカ口述文化を分析・比較すること
で、アメリカン・ルネッサンス作家の文体の
特徴を明確にするものである。 
２．研究の目的 
研究は、トールテールに代表されるアメリカ
の口述文化が内包するメッセージ伝達構造
を、最新の科学的知見によって検証すると共
に、それがアメリカン・ルネッサンス作家の
作品にどのような形で反映し、テクスト構造
にどのような変化を与えたのかを明らかに
するものである。アメリカン・ルネッサンス
の作家は、トールテールや説教、演説など同
時代に流行したオーラル・メッセージングに
強い影響を受けている。本研究は、そうした
声の文化にみられる言語的特質を分析し、そ
れをアメリカン・ルネッサンス作家のテクス
トに読み取り、それが作家の想像力によって
どう用いられ、どのように変化したかを調査
する。 
３．研究の方法 
19 世紀前半のトールテール、説教、演説等
の口述性について分析したうえで、それに
よって抽出したテクストの特質をメルヴィ
ルやホーソーンの作品における語りの特徴
と比較し、その言語的特質を明確化した。
また、それまでに得た調査結果を基に、ホ
ーソーンやメルヴィルの口述文化的なテク
ストが、同時代のトラベル・ライティング
や様々な調査文書、法制度やモラル、社会
秩序との関係でどのように位置づけられる
のかを明らかにした。 
４．研究成果 
日本英文学会第 84 回全国大会シンポジウム
「旅と移動のアメリカ文学」で発表した
「（脱）トラヴェル・ライティングとしての
Typee」ではアメリカの口述文化であるトー
ルテールの対話構造が『タイピー』の語りの
基盤を構成していることを明らかにした。例
えば、口述的な対話性によって、語り手と読
者の間に臨場感が生まれる。このことは『タ
イピー』における音声表現に着目することで、
さらに明確になる。それによって口述的語り
手トンモと口述社会であるタイピー族との
特殊な関わりも見えてくる。あるとき、トン

モはタイピー集落で竹鉄砲を作ることを思
いたち、それを住民に提供し、戦争ごっこを
始める。トンモは読者に “you”と呼びかけ、
直接語りかけることで、対話構造を創出して
いる。同時に “Pop, Pop, Pop, Pop”とい
うオノマトペを使い、過去のシーンを語りな
がらも、この発射音を語り手と読者の間でリ
アルタイムに響かせることにより、あたかも
そのときの活動が目の前で繰り広げられて
いるかのようなムードを作り出している。そ
の中で、読者は現地を歩き、待ち伏せに会い、
標的となり、攻撃される。読者がタイピー集
落の中に再配置されることになる。音声とは
消失する瞬間に存在するものであり、それを
共有することは、身体を軸として、話者と聴
取者の生活の全体性を呼び込むことでもあ
る。これは、ウォルター・オングがとりまと
めた議論であるが、このシーンを口述的に受
け止めるならば、オノマトペや読者への語り
かけによって、語り手と読者が、ホーソーン
家で身振りを交えてマーケサスでの体験を
語ったメルヴィルのように、身体ごと過去の
シーンを再演するムードに包まれることに
なる。 
Facing Melville, Facing Italy に掲載され
た "Vocal Sounds and Linguistic 
Signification in Herman Melville ’ s 
Novels"では、メルヴィルの口述文化に対す
るこだわりと、ホーソーンのそれに対する警
戒が鋭く対立する点を指摘した。上述のよう
に口述的世界に自由に参入するメルヴィル
は、『タイピー』以降の作品でも、音声によ
る人と人の結びつき、さらに言えば、鼓膜の
振動を介した身体と身体の結びつきを重視
する傾向を示した。それは『レッドバーン』
『白鯨』などでも繰り返し表現されてきた。
しかし、1850 年に入りホーソーンとの交流が
始まると、こうした音声による結びつきや音
楽的な表現に否定的な描写が含まれるよう
になる。それが『ピエール』におけるイザベ
ルの姿であり、『ビリー・バッド』における
どもりの結果としての暴力である。メルヴィ
ルは音声や身体による結びつきに信を置き
ながらも、ホーソーンや当時の言語学からの
影響により以前のようにそれを楽観的に受
け入れることができなくなったと思われる。
しかし、逆に、それゆえの人間関係の矛盾と
悲劇を描けるようになったのである。 
日本ナサニエル・ホーソーン協会九州支部シ
ンポジウムで発表した「『ファンショー』に
おける鏡像と破壊―ポール・オースターを通
して読むポストモダンなホーソーン」では、
ポストモダニズムの観点からホーソーンの
『ファンショー』を分析し、鏡像的分身に同
一化しようとする登場人物が、実は音声と意
味の恣意的な結びつきを拒む想像界的状況
に停滞しているということを明らかにした。
ナサニエル・ホーソーンはこうしたテキスト
と声の関係にみられるポストモダン性を意
図的に追及したわけではないが、"Vocal 



Sounds and Linguistic Signification in 
Herman Melville’s Novels"での指摘と同様、
声の文化や口述文化に対して一定の距離を
置こうとしていたと言える。ナサニエル・ホ
ーソーンは 1828 年に最初の作品『ファンシ
ョー』を匿名により出版した。しかし、せっ
かく世に出たこの本をその後ほとんど回収
して焼却処分している。このエピソードはア
メリカ文学の研究者にはよく知られている
が、『ファンショー』そのものはあまり研究
の対象にはなってこなかった。この作品に目
を付け、それをポストモダンの時代に甦らせ
たのは、アメリカを代表する現代作家ポー
ル・オースターであった。彼の最初期の作品
『閉ざされた部屋』にはファンショーなる不
可解な人物が登場する。何人かの批評家はホ
ーソーンのファンショーは作者の自画像で
あると述べているが、『閉ざされた部屋』に
登場するファンショーも物語中で語り手の
分身のような役割を担っている。自分の名前
を伏せて自画像を描くことで、主体の鏡像が
一人歩きする。しかし、鏡像に耐えられずに
主体がそれを破壊してしまう。それは主体の
自己破壊の願望とも言えるだろう。『閉ざさ
れた部屋』の語り手はファンショーの妻と結
婚し、ファンショーの伝記を執筆し、ファン
ショーの母と性的関係を結ぶ。これは主体
（語り手）がファンショーという似姿に自分
を重ねた結果、あこがれながらもそれが邪魔
になったため、似姿を借りて近親相姦を行う
ことでその出所を破壊したということであ
る。オースターはホーソーンの無名の作品を
鏡像と破壊による創造行為として応答＝再
演し、19 世紀から現代に結びつくアメリカ文
学史の潮流を発見してみせたと言える。それ
を考えるとき、ホーソーンは音声と意味が自
由に結びつくポストモダン的な前言語的・社
会的状態に宿る危険性を直観的に見ぬいた
うえで、自らそれを描いた作品を抹消したの
かも知れない。 
「革命を呼び込む移民の行方ーチャール
ズ・クライツァーの言語理論と『緋文字』」
では、やはり、ホーソーンの口述文化に対す
る距離感が、ディムズデイルの胸に現れたと
される「A」の文字、即ち、書き言葉が肉体
化するシーンに読み取れることを論じた。 
1849 年、ナサニエル・ホーソーンが『緋文字』
を構想していた頃、義理の姉であるエリザベ
ス・ピーボディは言語学に傾倒し、その知見
を『美学論集』にまとめた。このきっかけと
なったのは、ハンガリー出身でポーランド革
命に身を投じたチャールズ・クライツァーと
いう言語学者であった。クライツァーは 1833
年にアメリカに亡命し、1844 年にボストンに
移住している。エリザベスはクライツァーの
言語理論に魅了され、その講演を書き取った
原稿を基に、『アルファベットの意義』とい
うパンフレットを作成、クライツァーの著書
として出版している。この書物はヘンリー・
デイヴィッド・ソローに大きな影響を与えた。

『緋文字』の出版に至る数年間、ボストンで
はちょっとした言語学ブームが起こってい
たと言っていい。本論では『美学論集』や『ア
ルファベットの意義』で用いられたキーワー
ド「自然言語」を取り上げ、ホーソーンが自
然言語を人間の野性性の表れとして認識し
ていたとする前提に立ち、『緋文字』を人間
の罪を言語的に探求した作品として捉えた。
併せて、従来から、この作品には、1848 年の
フランス革命に対するホーソーンの批判が
込められていると考えられてきたが、本論で
は自然言語がハンガリー出身の移民によっ
てもたらされたことを重視し、作品における
言語の特質と革命のイメージの関りを分析
し、全体として、この作品が人間の野性性、
罪、社会の変革をどのような構図で組み立て、
表現したのかを明らかにした。 
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